
（別紙） 

令和８年度 第１回 関東森林管理局国有林材供給調整検討委員会 議事概要 

 

１ 開催日時・場所 

令和８年６月３０日（木）１５：００～１７：００ 

  関東森林管理局 東京事務所 会議室 

 

２ 議題 

  （１）木材の需給動向について 

  （２）国有林材の供給調整について 

 

３ 検討結果 

原木の出材量については、若干の下落傾向であり、原木価格についてスギはおおむね横ばい、

ヒノキは下落傾向にある。 

国産材製品については、値下がり傾向となっている。 

また、これから虫害が発生しやすくなるため、価格の下落は引き続くとみられる。 

中東情勢による現場への影響については、接着剤や副資材、機械作動油などの調達が不安定な

状況であり、木材供給に不安が広がっている。 

なお、中央国有林野供給調整検討委員会の委員への聞き取りにおいては「資材価格の高騰の影

響による住宅着工の減少に伴う需要の落ち込みが予見される一方、輸送費の高騰や円安の進行に

伴う外材から国産材への代替の拡大、将来的な供給不安からの見込み需要に伴う需要の増加な

ど、相反する動きがみられるところであり、状況を注視する必要がある。」との意見があった。 

以上のことを踏まえ、現時点では国有林材の供給調整は不要と判断される。国有林において

は、各地域の状況を踏まえた的確な供給に取り組むとともに、供給調整が必要となった場合に備

え、地域の実情に即して機動的に対応策が打てるよう引き続き検討をお願いする。 

 

４ 主な情報、意見 

 

○ 天竜では天候が良く順調に出材したため供給過多でランクを落として販売している。住宅事情

が資材高騰等で落ち込んでいる中で、中東情勢のため住宅着工が落ちているのではないと思う。

今後の木材の需要について考えていく必要がある。トラック等の機械の値段が上がり運送費等に

も注意する必要がある。 

 

○ 茨城県では６月上旬までは共販所への入荷量が昨年の同時期より減っていたが、６月下旬で

は逆に１．２倍と多かった。価格についてはスギの価格が値上がりしており、ヒノキの価格は

値下がりしている。中東情勢の関係で燃料油に対する支援が出ているが、運搬費の上昇分等原

木価格に転嫁できればよいが川上側へのしわ寄せが懸念される。 

 

○ 原木の入荷が順調であったため期待したほど価格は値上がりしなかった。福島県では２×４

材の製材工場ができて国産材化がすすめられている。２×４材の国産材化を進めていくために

は長級がフィートで管理されているため既存の採材ではなく新たな採材が必要となってくる。 

 

○ 合板メーカーでは中東情勢の影響で接着剤の供給制限や副資材の調達不安があるため入荷の

調整をしている。接着剤と石油製品の不足感から合板にも仮需が発生していて、値動きは活発

になってきているが中東情勢の状況の変化であり、実際の需要が伴っているわけではないた

め、需要の状況を注視する必要がある。 



 

○ 栃木県での原木の荷動きは５月の原木取扱量は前年比７７％と下がっている。市況全体平均価

格についても下がっている状況。しかしながら、現在の出荷状況としては例年通り順調に推移し

ている。原油の輸入再開、中金利の動向など社会状況が見通せない中で原木はどうなるのかと不

安を感じる。 

 

○ 群馬県では、梅雨に入り原木の供給量は比較的安定、製材所の原木在庫は適正からやや過多、

公共物件の原木調達により下支えがある。中東情勢の影響でチェーンソーオイル、作動油、油脂

類を中心に値上がりがあり注意している。 

 

○ 福島県浜通りの共販所での原木販売量は、昨年同時期と比較し減少。製材価格については上昇

している。梅雨時期に入り虫害影響から入荷は悪くなる。中東情勢の影響で選木機の作動油が入

手困難となっている。 

 

○ 茨城県では市場への流通量概ね順調で、販売量も悪くない状態であり、それに伴い在庫量は増

加している。ヒノキ材は３ｍが引き合い強いが、４ｍは引き合い悪い逆転するおそれがある。 

 

○ 茨城県では原木の在庫については冬季に確保できている。素材生産・製材ともに当面の資材の

ストックは確保できているが、先行きの不安が感じる。チェーンソーオイルの不足について、非

常に深刻であり、状況を注視する必要がある。 
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